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　イエスが人の息子を癒すという奇跡物語が記

されている箇所を読むと、二つの݃問が生じま

す。第一はイエスが「預言者は自分のޡではࠉ

われないものだ」（44節）と語られているのに、

それに続く45節では「ガリラヤにお着きになる

と、ガリラヤの人たちはイエスをۥ迎した」と語

られているからです。なにかイエスの言葉とޡ

の人々の態度に食い違いがあるように感じてしま

います。第二はঘにかかった息子を癒してほしい

と願う人に対してイエスは「あなたがたは、し

るしや不思議な業を見なければ、決して信じない」

（48節）という奇跡についての๛定的な答えを語

られながら、その言葉のすぐあとに人の息子の

病を癒されている点です。

１�᥅Ɂ̷ȁɁట॑ɂ

　第一の݃問には、二つの答えが可能です。一つ

はイエスの語る「ޡ」の人々とは神のྦྷと自ら

を主ಫしながらも、その神の子であるイエスを受

け入れることができないエルサレムの人々、また

ξダヤ人全体を指すという考え方です。

　もう一つは、イエスをۥ迎したガリラヤの人々

の態度は彼らの心から出た୍の態度ではないと考

える解৷です。聖書はガリラヤの人々がイエスを

迎した理由について次のように記しているからۥ

です。彼らは「エルサレムでイエスがなさったこ

とをすべて、見ていたからである」と。イエスは

過ק祭の間エルサレムでしるしを多くの人びとに

示しています（2章23節）。ですからޡの人々

のۥ迎はこのイエスのしるしと関係していると考

えることができるのです。ガリラヤの人々のۥ迎

もイエスのしるしをもっと見たいという願いの現

れであり、彼らはイエスを心から信じてۥ迎して

いたわけではないと言えるのです。

２�ȪɞȪɥɔɞα͒

　第二の݃問に登場するしるしを求める信仰につ

いてのイエスの๛定的な言葉はこのޡの人々の

態度と深く関係しています。

　しるしを求める信仰の正体は「それでは、わ

たしたちが見てあなたを信じることができるよ

うに、どんなしるしを行ってくださいますか。ど

のようなことをしてくださいますか」（6章30節）

と言う群衆の言葉の中に示されています。しるし

を求める信仰は自分のਔりの出来事がイエスの不

思議な力によって、സ合のいいように変ることを

求めます。ところが自分自身はջ然としてࡣい人

間のままであり、決して新しくされることがない

のです。

３�ɮɲʃɁᕹɥαȫȲ

　このようなしるしを求める信仰に対して、聖書

はイエスの語られるみ言葉を信じる信仰を強調し

ています。

　「イエスは言われた。「ܦりなさい。あなたの息

子は生きる。」その人は、イエスの言われた言葉

を信じてܦって行った」（50節）。人はイエス

のなされたしるしを見て信じたのではありませ

ん。息子がどうなったかも彼は知らずにイエスの

み言葉を信じて、家にܦっていったのです。

　イエスのみ言葉を信じる信仰は、しるしを求め

る信仰と違ってその人自身に働いて、その人を新

しくし、זの命の祝福を与えるのです。もちろ

ん、私たちはこの信仰も聖霊のみ業によって私た

ちに起こされたものであることを忘れてはなりま

せん（3章5節）。

　私たちは聖書を通して、また毎週の教会の礼拝

で語られる説教を通して、今もイエスのみ言葉を

聞くことができます。そして私たちがそのみ言葉

を信じるとき、私たち自身が新たにされ、זの

命の祝福に与ることができるようにされるのです

（『子どもカテキズム』問69、70）。	 （ᗣ井良一）
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	 テキスト	 ヨハネによる福音書4章43～54節
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　さて、イエスさまは、今、ガリラヤのカナとい

う村に来ています。イエスさまは、この村で最初

の奇跡を起されました。ある結ँ式のお祝いのと

きに、ぶどうਈがなくなってしまいました。その

ことを知った給仕の人はとても困りました。そ

のとき、イエスさまは水をぶどうਈに変えてくだ

さったのでした。

　さて、その村にもう一度イエスさまが戻って来

られました。それを聞きつけた一人の男の人がイ

エスさまのところに大ݢぎでߐけつけてきまし

た。とても不安そうな、ճいつきをしているお

父さんです。その人は、ローマの王さまに仕えて

いる人です。なぜ、そんなつきをしているの

でしょうか。なぜなら、かわいい息子が今、ঘに

かかっているからです。おそらくこのお父さんは、

お金持ちだったと思います。お֓者さんにても

らうだけのお金なら十分にあったはずです。けれ

ども、お֓者さんではহせないのです。どんどん、

子どもが՛くなっています。そして、いよいよお

֓者さんは、「お父さん、残念ですけれど、もう

無理でしょう。」と言って、子どものベッドから

立ちݲってしまったのかもしれません。お父さん

は、どんどん息をあらげて、苦しんで今にも、も

うঘにそうな子どもを見て、いてもたってもいら

れなかったと思います。

　「あのイエスさまなら、息子をহしてもらえる

かもしれない。」そんなことを考えていたのかも

しれません。そこにすばらしい知らせが届きまし

た。「イエスという人が、カナの村に戻ってきて

いる。」お父さんは、もう、いてもたってもいら

れません。とにかく、イエスさまのところに大ݢ

ぎでߐけつけました。村に着くと、必ঘになって

イエスさまを探しました。そして、ついにイエス

さまを探し当てました。

　「ああ、イエスさま、良かった、お会いできて。

くわしいお話は後からにして、今すぐに、わたし

の家に来てください。実は、息子がঘにそうなの

です。助けてください。直してください。」大変

なけんまくです。みんながこのお父さんだったら、

やっぱりそうなるのではないでしょうかȉあるい

は、皆のお父さんが今、ঘにそうであって、すぐ

そばにイエスさまがおられるのだったら、同じよ

ȐԨЫɁɀɜȗȑ

	子どもたちを信仰へと養い育てることは、ただ聖霊のお導きに͠だねる以外にありません。しかし、

聖霊はご自身のお働きのために、御言葉をお用いになられます。また、御言葉を語る人をお用いになら

れます。そこに、私どもの出番があります。今日からのテキストは、福音書、主イエス・キリスト御自

身を直接に紹介するテキストです。たしかに私どもの信仰教育にとってોれない主ಫは、ݰ新約聖書を

子どもたちに救फঃとして提示し、キリスト教有神論的世界観を養い育てることです。しかし、だから

こそ、救फঃのೀ点である主イエス・キリストを紹介することこそ、その中心となります。この中心点

がぼやけると、世界観どころではなくなります。本日、あらためて主イエス・キリストとその御言葉の

力を心を込め、愛を込め、情を込めてબしましょう。説教題は、থ編第147編15節「御言葉はすみや

かに走る」からです。御言葉が語られ、信じてಶかれたら、そこに必ず事件、出来事が起こります。そ

うであれば、説教者自身の御言葉の体験をબすることも必要ではないでしょうか。具体例を挙げなくと

も、自分自身の全存在が、御言葉に支えられてあることが伝わりますように。

「御言葉は走る」

	 9月2日	 「人の息子のいやし」	 説教展開例

	 テキスト	 	 ヨハネによる福音書4章43～54節

	 参照カテキズム	子どもカテキズム　問25Ȅ34
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うにお願いしませんかȉ

　さて、イエスさまは「よし、わかった。すぐ

に行こう。」と仰ったのでしょうか。違いました。

イエスさまは、そのお父さんに向かって、このよ

うに仰せになられました。「あなたがたは、しる

しや不思議な業を見なければ、決して信じない。」

これはどういう意味でしょうか。このような意味

です。「あなたがたは、神さまのなさる不思議な、

驚くような奇跡を見なければ、決して信じない。

つまり、神さまのことを目で見るようなことがな

ければ決して神様を信じない。」ということです。

要するに、イエスさまは、「よろしい、息子はど

こにいるのか、一緒に行こう、案内しなさい。」

とは仰せになられなかったのです。

　このお父さんは、どんな気持ちがしたでしょう

か。とてもしくなったかもしれません。もしか

すると「ひどいな̛、こんなにお願いしているの

に、わたしや家族の気持ちを思いやってもくれな

いで、そんなࡕしいことを言って。がっかりした。

もう結ࢹです……」そんな気持ちがわいてしまう

のでしょうか。そして、ംめてܦってしまうので

しょうか。違います。この人は、それでも、言

い続けるのです。「主よ、子どもがঘなないうちに、

おいで下さい。」このお父さんは、どんなに言わ

れても、イエスさまが来てくださるなら、হして

いただけると信じ続けます。

　そのときです。すぐにイエスさまは仰せになら

れました。「ܦりなさい。あなたの息子は生きる。」

お父さんは、こんどもびっくりしたのではないで

しょうか。もしかすると、心の中で、こうつぶや

いたかもしれません。「いや、イエスさま、一緒

に行ってဳしいのです……」でも、お父さんは、

そう言いませんでした。イエスさまの御言葉を信

じて、言われた通りにܦって行ったのです。

　ところがどうでしょう。ܦる道、向うの方から、

ཥたちが迎えに来ています。息子がঘんでしまっ

たと告げるのでしょうか。違います。みんな驚い

たようなです。しかもニコニコしています。お

父さんは、彼らのをみただけで分かったと思う

のです。ཥたちは、子どもがたちまち癒されたこ

とを知らせにߐけ寄ってきます。

　お父さんは、聞きました。「いったい何時、息

子は元気になったのか。」「きのうの午後1時に

が下がりました。」そのとき、お父さんは、間

に理解しました。それは、イエスさまが、「あな

たの息子は生きる」と仰せになったときだと。そ

して、イエスさまこそが、イエスさまの御言葉こ

そが、本当に息子を癒してくださったのだと。そ

して、お父さんはもちろん、息子も家族みんなが

イエスさまが神さまだと信じたのです。

　その通りです。イエスさまは神さまです。そし

て神さまの御言葉は、必ず、その通りに実現する

のです。今日のճ聖߉を、もう一度一緒にえ

て見ましょう。神さまの口から出た御言葉は神さ

まの言われたとおり、望まれたとおり実現するの

です。場所が離れていても大સ夫です。午後1時

にイエスさまが語られたら、く離れていても、

その通りになったのですよね。神さまの御言葉は

走るのです。一にして、届くのです。

　今、イエスさまは天のお父さまの右におられま

す。つまりここには、目に見える形ではおられな

いということです。困ったとき、大変なとき、そ

れだけではなく、ܘしいとき、楽しいときもイエ

スさまは目に見えるようには、一緒におられませ

ん。それなら、ఖ目ですか。ംめますか。不安で

すか。違います。このお父さんのように、信じて

ればよいのです。ཥたち私たちは今、天におらܦ

れる神さまの御言葉をここで、教会でಶきました

ね。それで十分、大સ夫ではないですか。イエス

さまの説教を信じてಶいているཥたち私たちに、

イエスさまの御心は必ず実現します。イエスさま

は今ここに一緒におられるからです。	（相෯郎）

	Ȭ今週のճ聖߉ȭ	 イザヤ書	55章11節

そのように、わたしの口から出るわたしの言葉も

むなしくは、わたしのもとに戻らない。

それはわたしの望むことを成しଛげ

わたしが与えた使命を必ず果たす。
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	 9月2日	 「人の息子のいやし」	 幼稚科

Ȅɗȶȹɒɛșȅ

Ȅɀɜȗȅ

　イエス様を知るޡの人々と王の人が出てき

ますが、今回は神様の言葉に聞き従った王の人

のお話に注目します。神様の御言葉にীを傾けて

聞き従うことの大切さと、聞き従うことによって

喜びと感謝と祝福があることを知ろう。

Ȅࠕᩒȅ

　王様の人はカナでのイエス様のお力のことを

聞いていました。自分の子どもがঘにそうになっ

た時、「神様、助けてください」と心の中で叫ん

でいました。「イエス様のお力があれば、この近

くにいてくださればいいのに」と思っていた時に、

イエス様が近くに来ていらっしゃることを聞いた

このお父さんは、必ঘになってイエス様をைしま

した。お父さんはイエス様に、「息子がঘにそう

です。助けてください。」と言いました。イエス

様がおいで下されば、子どもはহると信じていた

のです。しかしイエス様は、「あなた方はしるし

や不思議な業を見なければ決して信じない。」と

言われました。イエス様は家においで下さいませ

んでした。けれども、「ܦりなさい。あなたの息

子は生きる。」とのお言葉を下さいました。

　この人はどうするでしょうか。しるしも見てい

ません。子どもがどうなったかも知りませんでし

た。しかし、イエス様とイエス様のくださった言

葉を信じました。イエス様がおっしゃることは、

きっとそのようになると信じたのです。イエス様

は、一番大切な信仰をこの人に下さいました。

つまり、神様の言葉に聞き従う心を与えてくだ

さったのです。

　イエス様は本当に力のあるお方です。そのイエ

ス様に素直に従う心を与えられたいと思います。

ȄȝȗɁɝȅ

　私たちにも大変なことが起こることがありま

す。そんな時でも、神様のお言葉を信じて生きる

ことができるようにしてください。
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	 9月2日	 「人の息子のいやし」	 小学科下級

Ȅɀɜȗȅ

　自分の思い通りのしるしを見るまでは信じない

というわがままな思いをて、御言葉にಶき従う

ことが大切であることを学ぶ。これは人間には難

しいことだが、離れたところにも直ちに伝わって

御心を実現する御言葉の力を信じ、ಶき従うとが

できるように祈りたい。

Ȅࠕᩒȅ

1/ イエス様がエルサレムのあるξダヤ地方から

のガリラヤに戻って来られた時、ガリラヤޡ

の人たちはイエス様をۥ迎しましたが、イエス

様から与えられたしるしはわずかでした。なぜ

だと思いますかȉ

ʋただ不思議なしるしを見たいと思っているだけ

の人が多く、御言葉を信じて従う人が少なかっ

たから。

2/ ところが、一人の人（ヘロデ王家の人）と

その家族だけが、大きなしるしを見て、イエス

様を信じるようになりました。この人は、他の

ガリラヤの人たちと、どこが違ったのでしょう

かȉ

ʋイエス様から期待通りの༐事をいただけなくて

も、「あなたの息子は生きる」という御言葉を

信じ、「ܦりなさい」という御言葉に従ったと

ころが違った。

3/ イエス様はこの人の息子とは直接会ってい

ないのに、人の息子はどうして癒されたので

しょうかȉ

ʋイエス様の御言葉は、く離れたにいる人

の息子のところにも力をあらわす。どこにいて

もイエス様は癒しの業を成しଛげてくださる。

それと同じように、私たちがどこでお祈りをし

ても、神様はその祈りを必ずಶいていてくださ

る。

ȄȝȗɁɝȅ

　神様、イエス様の御言葉はく離れたところへ

も直ちに伝わって、御心が必ず実現することを教

えてくださり、ありがとうございます。私達はな

かなか神様の御言葉に素直にಶき従えないऻ深い

者ですが、この素ୀらしい御言葉の力によって、

神様の子供らしくಶき従う者に造りかえてくださ

い。

イエスの言われた言葉を信じて࢜って行った。
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	 9月2日	 「人の息子のいやし」	 小学科上級

Ȅɀɜȗȅ

　イエスさまが、しるしによらずただ御言葉に

よって信じることを求められることを学ぶ。

ȄᐥంɁᕹȅ

　いやす（いやし）、ɛ預言者、ࠉう、ɛしるし、

業、こぞって

Ȅࠕᩒȅ

①46節の「前にイエスが水をぶどうਈに変えら

れた」というのはどういうことがあったのです

か（2章1～11節）。

ɨ今日のお話のໍ台が、以前イエスさまが最初の

奇跡をされた場所であることをおさえます。子

どもたちの中には、このお話を知っている者

もいるでしょう。結ँ式でぶどうਈがなくなり

困っていたところ、イエスさまが水がめに水を

用意させて、それを֩んでみたら上等のぶどう

ਈだった、という楽しいお話です。けれども、

このようなことが一度あると、人々の心はまた

そのような不思議な出来事を期待してしまうも

のです。それは、信仰とはかけ離れたೇしいも

の見たさの単なる好奇心になってしまいがちで

す。

②48節でイエスさまは人に、「あなたがたは、

しるしや不思議な業を見なければ、決して信じ

ない」と言われました。

　１	この時、イエスさまはどういう気持ちでこ

の言葉を言ったのか考えてみましょう。

　２	では、人はどういう気持ちだったか考え

てみましょう。

ɨ王の人であり父親であるこの人は、息子の病

気をহすため他にできることはすべて尽くした

ことでしょう。֓者からさじを投げられ、た

だ子どもを助けたい一心でカファルナウムから

カナまでのおよそ30キロιートルの道のりを

やって来たものと思われます。その父親に投げ

かけられたこの一言の意味を、最初はわかりか

ねたに違いありません。何でもイエスさまが自

分の期待の通りにしてくれるという思いはこの

言葉で粉यされます。ຽ通の状況なら失望して

っていくかもしれません。しかし、この人にݲ

はそれでもイエスさまによりすがり願い続ける

事情と一途さがありました。49節でこの人は、

自分をなげうってイエスさまに願い続ける姿勢

を示します。しるしや業でなく、言葉を信じよ

と言うならばその通りにしますという姿勢で

す。イエスさまが求められたのは、まさにこの

姿勢でした。

②50節で、イエスさまは「ܦりなさい。あなた

の息子は生きる。」との御言葉を与え、人は

それを信じてܦりました。息子さんの病気は良

くなりました。イエスさまが人の家に一緒に

行って息子をいやしたのと何が違うのでしょう

か。

ɨ子どもたちの中には、結果に目を奪われて違い

を見抜けない者がいるかもしれません。息子が

いやされるということからすれば、イエスさま

がカファルナウムにいてもいなくても同じのよ

うに思えます。しかし、この人は自分の家に

る長い山道を、ただイエスさまの言葉を頼りܦ

にして歩き続けたのです（30キロιートル歩

き続ける大変さをイιージさせると良いでしょ

う。）。それがイエスさまの求められたことであ

り、同じことがわたしたちにも求められます。

それはわたしたち自身が信仰によって変えられ

ていくことです。それは、時に大きなෆ耐を必

要とすることであり、また時に長い時間がかか

ります。けれども、そうしてすべてを神さまに

委ねて歩み続ける中で、最善の結果が祝福とし

て与えられるということが教えられています。

Ȅʜʽʒȅ

　子どもたちに親の気持ちを想像させるには、助

けが必要かもしれません。
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Ȅɀɜȗȅ

　神様の御言葉には力があることを信じる。

Ȅࠕᩒȅ

ᴮ�ᐥంɥɕșˢ࣊ᝣɓ

　

ᴯ�ґȞȴնȗ

　˭ȅ説教をಶいて教えられたこと、心にޣいた

こと、実行しようと心を動かされたことはȉ

　˭ȅ分からなかったことはȉ

　ɦ	教師、生徒という以前に、まず教師自身が神

の御前に一人の御言葉のಶ衆として、教えら

れたこと、感動したこと、心を導かれている

ことを、ၚ直に生徒達に話すことが大切だと

思います。自分の心にޣいたιッセージが一

番生徒の心に届くからです。分級では何かを

新たに教えようと無理に導くのではなく、生

徒達と御言葉を巡って語り合ったり、共に祈

る時間を重視してくださればと思います。

　　　　

ᴰץ�

ɦ	質問例は、それぞれのクラスの実情に合わせて

アレンジしてくださり、解答例は子供達の答え

を༞足したり、教えたりするのにお用いくださ

ればと思います。

　˭ȅ再びガリラヤのカナに来られたイエス様の

みもとに来たのは誰でしたかȉ

　ɨ王の人

　˭ȅこの人はどういうお願い事があってイエス

様のみもとに来たのですかȉ

　ɨ息子が病気でঘにかかっていた。

　˭ȅイエス様が人におっしゃった、「あなた

がたは、しるしや不思議な業を見なければ、

決して信じない」とは、どのような意味でしょ

うかȉ	今日の話を理解するのに大事なこと

なので、考えてみてください。

　ɨこれは奇跡を目にすることがなければ信じ

ない、人間のなさと不信仰のことをおっ

しゃっている。トマスも「あの方の手にഇの

跡を見、この指をഇ跡に入れてみなければ、

また、この手をそのわき腹に入れてみなけれ

ば、わたしは決して信じない。」（20：25）と

言った。それに対して主は、「見ないのに信

じる人は、幸いである。」（20：29）とおっ

しゃった。

˭ȅイエス様が「ܦりなさい。あなたの息子は生

きる。」とおっしゃった時、人はܦって行

きました。息子の所に来ていやしてくださる

ように心に頼んでいたのに、何でしょう

かȉ

ɨイエス様の御言葉ならその通りになると信頼し

たから。

˭ȅճ聖߉イザヤ書55：11を読んで、神様の

御言葉について教えられていることを挙げて

ください。

　ɨ神様の御心を成しଛげ、与えられた使命を必

ず果たす力がある。

　˭ȅイエス様の御言葉通りに人の息子はいや

されました。神様の御言葉は必ず実現します。

ですから、イエス様が私達にもたらすとおっ

しゃってくださったऻのしとזの命の約

束も確かに私達の現実となるのです。イエス

様の御言葉を信じてܦって行った人のよう

に、私達も御言葉への信頼をもって生きて行

きましょう。

ᴱ�ȝᇏɝ

　御言葉を与えられていることの感謝。

ɦ	一人一人に祈りの課題を出してもらったり、自

然にかび上がってきた課題を祈っても良いと

思います。


